
9 2019. 7. 1     

時 …とき　 所 …ところ　 内 …内容　 講 …講師　　 対 …対象
定 …定員　 持 …持ち物　 ￥ …費用　 問 …問合せ　 申 …申込み方法 お知らせ

市政トピックス

　

失
業
等
で
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

経
済
的
に
難
し
い
場
合
に
は
、
ご
本
人
の

申
請
手
続
で
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た

は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除

ま
た
は
猶
予
の
種
類
は
次
の
３
つ
で
す
。

① 

免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
（
一
部

納
付
））
申
請

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
所
得

（
１
月
～
６
月
に
申
請
さ
れ
る
場
合
は

前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に

は
、
申
請
で
保
険
料
が
全
額
ま
た
は
一
部

免
除
に
な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予
申
請

　

50
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
、
配
偶
者
の

前
年
所
得
（
１
月
～
６
月
に
申
請
さ
れ
る

場
合
は
前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
は
、
申
請
で
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
の
人
で
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
は
、
申
請
で
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○
受
付
期
間

　

①
・
②
に
つ
い
て
は
、
７
月
１
日
以
降

か
ら
令
和
元
年
度
分
の
受
付
が
始
ま
り
ま

す
。
③
に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
受
付
を

し
て
い
ま
す
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の　

・ 
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
わ

か
る
も
の

・ 

失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
場
合
は
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
な
ど

・ 

学
生
の
人
は
、
学
生
証
も
し
く
は
在
学

証
明
書

・ 

代
理
申
請
の
場
合
は
、
認
印
と
代
理
人

の
本
人
確
認
書
類

〇
申
請
す
る
時
点
か
ら
２
年
１
か
月
前
の

月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
が
で

き
ま
す
。
申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の
際
に

障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場
合
や

免
除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、す
み
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
免
除
は
前
年
所
得
や
失
業
な
ど

の
状
況
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、 

承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

消
費
税
率
の
改
定

で
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
平
成
31
年
度

介
護
保
険
料
が
下
表

の
と
お
り
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
納
め
て
い

た
だ
く
介
護
保
険
料

額
は
、
７
月
中
旬
に

通
知
書
を
送
付
す
る

予
定
で
す
。

対　

介
護
保
険
料
の

所
得
段
階
が
第
１
～

第
３
段
階
の
人

○
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
の
軽

減
に
つ
い
て

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
軽
減
の
対

象
に
な
り
、
介
護
保
険
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

（
一
部
を
除
く
）
を
利
用
し
た
時
の
利
用

者
負
担
額
が
２
分
の
１
に
な
り
ま
す
。

対　・ 

世
帯
全
員
の
前
年
収
入
（
遺
族
年
金
、

障
害
年
金
、
失
業
給
付
、
仕
送
り
等
含

む
）
の
合
計
が
独
居
で
150
万
円
（
世
帯

員
１
人
増
す
ご
と
に
50
万
円
を
加
算
）

以
下
で
あ
る
こ
と

・ 

預
貯
金
等
が
独
居
で
350
万
円
（
２
人
以

上
の
世
帯
は
450
万
円
）
以
下
で
あ
る
こ

と
・ 

世
帯
員
す
べ
て
が
日
常
生
活
に
供
す
る

資
産
以
外
に
活
用
す
る
資
産
を
有
し
て

い
な
い
こ
と

・ 

市
民
税
課
税
者
の
扶
養
ま
た
は
援
助
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

※ 

た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給
者
、
世
帯
員

に
市
民
税
未
申
告
者
ま
た
は
介
護
保
険

料
滞
納
者
が
い
る
場
合
お
よ
び
生
計
同

一
者
が
市
民
税
課
税
者
で
あ
る
場
合
を

除
き
ま
す
。

持　・ 

預
貯
金
等
の
す
べ
て
の
通
帳
（
平
成
30

年
１
月
１
日
か
ら
現
在
ま
で
の
記
帳
の

あ
る
も
の
）

・
印
鑑
（
認
印
で
可
）

・
年
金
収
入
等
の
分
る
も
の

・
医
療
保
険
証

〇
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
申
請
に

つ
い
て

　

同
じ
月
に
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
負
担
の
合
計
額
（
同
じ
世
帯
に
複
数
の

利
用
者
が
い
る
場
合
に
は
世
帯
合
計
額
）

が
高
額
に
な
り
、
一
定
額
を
超
え
た
と
き

は
申
請
で
超
え
た
分
が
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
等
と
し
て
後
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
に
は
毎
月
の
利
用
実
績
に
基
づ
い

て
市
役
所
か
ら
申
請
書
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
記
入
・
押
印
の
う
え
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

詳
し
く
は
長
寿
介
護
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

国
保
医
療
課�

国
民
年
金
係

（
☎
（95）
０
１
２
３
）

刈
谷
年
金
事
務
所�

（
☎
（21）
２
１
１
０
）

保険料
段階

平成30年度
保険料 軽減額 平成31年度

保険料

第1段階 22,300円 4,200円 18,100円

第2段階 39,000円 7,000円 32,000円

第3段階 39,000円 1,400円 37,600円

　春の叙勲受章者が、5月21日に発令さ
れました。受章おめでとうございます。

旭日単光章　地方自治功労
杉浦　幸夫氏（弘法町）

問　協働推進課�秘書広報係
　　（☎95－0112）

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

介
護
保
険
料
（
65
歳
以
上
）
の

一
部
が
変
更
さ
れ
ま
す

長
寿
介
護
課�

介
護
保
険
係

（
☎
（95）
０
１
２
２
）

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負

担
の
軽
減
・
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
支
給
申
請
に
つ
い
て

長
寿
介
護
課�

介
護
保
険
係

（
☎
（95）
０
１
２
２
）

春の叙勲受章者
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令
和
元
年
７
月
31
日
が
有
効
期
限
と

な
っ
て
い
る
次
の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の

人
に
、
６
月
下
旬
に
更
新
の
ご
案
内
を
お

送
り
し
ま
し
た
。内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

・
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証

・
後
期
高
齢
者
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助

を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で

父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象

と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地

域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
実
施
地
域

①
旧
満
州
②
旧
ソ
連
③
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
④
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
⑤
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
⑥
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
⑦
ボ
ル
ネ

オ
・
マ
レ
ー
半
島
⑧
フ
ィ
リ
ピ
ン（
１
次
）

⑨
マ
リ
ア
ナ
諸
島
⑩
ミ
ャ
ン
マ
ー
⑪
台

湾
・
バ
シ
ー
海
峡
⑫
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
⑬

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
⑭
フ
ィ

リ
ピ
ン
（
２
次
）
⑮
中
国

【
特
定
地
域
】

①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
②
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
③
ミ
ャ
ン
マ
ー

￥　

10
万
円

※ 

以
前
に
参
加
さ
れ
た
人
は
応
募
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
一

般
財
団
法
人　

日
本
遺
族
会
事
務
局
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申　

県
遺
族
連
合
会
（
☎
０
５
２

（231）
６
５ 

０
４
）
へ
。

　

保
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設

で
あ
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
が
認
可
し
て

い
る
認
可
保
育
所
以
外
の
も
の
を
総
称
し

て
認
可
外
保
育
施
設
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

利
用
料（
保
育
料
）が
有
償
か
無
償
か
・

預
か
り
時
間
が
長
い
か
短
い
か
は
、
関
係

あ
り
ま
せ
ん
。

　

認
可
外
保
育
施
設
を
設
置
し
た
場
合
は
、 

事
業
を
開
始
し
た
日
か
ら
１
か
月
以
内
に

都
道
府
県
知
事
に
対
す
る
届
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
届
出
を
怠
っ
た
場
合

は
過
料
が
課
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
未
届
け
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
速

や
か
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
届
出
書
類
提
出
先

　

子
ど
も
課　

保
育
係

※ 

届
出
書
類
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.pref.aichi.jp/soshi 

ki/kosodate/0000030319.htm
l

※ 

一
部
届
出
が
不
要
な
施
設
（
届
出
対
象

外
施
設
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明

な
場
合
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〇
運
営
状
況
の
報
告

　

届
出
対
象
施
設
・
届
出
対
象
外
施
設
と

も
に
、
運
営
状
況
の
報
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
届
出
対
象
外
施
設
で
あ
る
場

合
も
開
設
し
て
い
る
旨
を
市
へ
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　

熱
中
症
は
気
温
が
高
い
な
ど
の
環
境
下

で
、
体
温
調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
ず
、

体
内
に
熱
が
こ
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
起

こ
り
ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
や
高
齢
者
、

体
調
不
良
の
人
な
ど
は
熱
中
症
に
な
り
や

す
く
、
重
症
に
な
る
と
死
に
至
る
恐
れ
も

あ
り
ま
す
。
熱
中
症
は
い
つ
で
も
誰
で
も

か
か
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
が
、
予
防
法

を
知
っ
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
よ
う

な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

〇
暑
さ
を
避
け
る

・ 

室
内
で
は
、
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温

度
を
調
節
す
る

・
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
を
利
用
す
る

・ 

外
出
時
に
は
、
日
傘
や
帽
子
の
着
用
、

日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休
憩

・ 
か
ら
だ
の
蓄
熱
を
さ
け
る
た
め
に
、
通

気
性
の
良
い
、
吸
湿
性
・
速
乾
性
の
あ

る
衣
服
を
着
用
す
る

・ 

保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で

か
ら
だ
を
冷
や
す

〇
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る

・ 

室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、
の
ど
の
渇

き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水

分
・
塩
分
、
経
口
補
水
液
な
ど
を
補
給

す
る

　

７
月
28
日
は
日
本
肝
炎
デ
ー
、
７
月
22

日
～
28
日
は
肝
臓
週
間
で
す
。肝
臓
は「
沈

黙
の
臓
器
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
、
症
状

が
軽
か
っ
た
り
、無
症
状
な
場
合
も
多
く
、

感
染
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
人
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
慢
性
肝
炎

か
ら
肝
硬
変
、
肝
が
ん
へ
と
進
行
す
る
こ

と
が
あ
り
、
早
期
発
見
が
と
て
も
重
要
で

す
。

　

市
で
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
無
料
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
検
査
の
詳
細
は
広

報
ち
り
ゅ
う
毎
月
16
日
号
の
健
康
ガ
イ
ド

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。 日

本
肝
炎
デ
ー
お
よ
び
肝
臓
週
間

保
健
セ
ン
タ
ー�

（
☎
（82）
８
２
１
１
）

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

国
保
医
療
課�

医
療
係（
☎
（95）
０
１
５
１
）

認
可
外
保
育
施
設
を
開
設
し
て

い
る
人
、
開
設
を
お
考
え
の
人
へ

子
ど
も
課�

保
育
係�

（
☎
（95）
０
１
２
１
）

「
熱
中
症
を
予
防
し
よ
う
！
」７
月

は
熱
中
症
予
防
強
化
月
間
で
す

保
健
セ
ン
タ
ー�

（
☎
（82）
８
２
１
１
）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好

親
善
事
業
の
参
加
者
募
集

一
般
財
団
法
人�

日
本
遺
族
会
事
務
局

（
☎
０
３
―
３
２
６
１
―
５
５
２
１
）
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～
マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
へ
～

　

受
動
喫
煙
と
は
、
自
分
の
意
思
に
関
係

な
く
他
人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る

こ
と
を
い
い
、
健
康
に
悪
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た

め
、
健
康
増
進
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
法
で
は
、
屋
外
で
あ
っ
て
も
喫

煙
す
る
際
は
周
囲
の
状
況
に
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
喫
煙
者
の
配
慮
義

務
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
７
月
か

ら
は
、
施
設
の
受
動
喫
煙
対
策
が
一
部
施

行
さ
れ
ま
す
。

　

公
共
施
設
で
も
敷
地
内
ま
た
は
施
設
内

禁
煙
と
な
っ
て
い
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
喫

煙
場
所
以
外
で
の
喫
煙
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
一
般
曹
候
補
生
】

時［
１
次
］
９
月
20
日
㈮
～
22
日
㈰

［
２
次
］
10
月
11
日
㈮
～
16
日
㈬
の
う
ち

指
定
さ
れ
る
１
日

対　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
（
昭
和
62
年
４

月
２
日
～
平
成
14
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
）

申　

７
月
１
日
㈪
～
９
月
６
日
㈮

【
自
衛
官
候
補
生
】

時　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

対　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

申　

随
時
募
集
中

【
海
上
・
航
空
自
衛
隊　

航
空
学
生
】

時［
１
次
］
９
月
16
日
㈷

［
２
次
］
10
月
15
日
㈫
～
20
日
㈰
の
う
ち

指
定
さ
れ
る
１
日

［
３
次
］
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

対　

高
卒
以
上
（
見
込
み
含
む
）
21
歳
未

満
（
海
上
は
23
歳
未
満
）

申　

７
月
１
日
㈪
～
９
月
６
日
㈮

〇
税
務
課
市
民
税
係
事
務
補
助

定　

若
干
名

対　

満
63
歳
未
満
の
人
で
、
パ
ソ
コ
ン

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
を
扱
え
る
人
（
学

歴
不
問
）

内　

市
民
税
課
税
資
料
の
整
理
お
よ
び
パ

ソ
コ
ン
入
力
業
務
、
窓
口
・
電
話
対
応
、

市
民
税
賦
課
業
務
補
助

※ 

業
務
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

・ 

雇
用
期
間　

８
月
23
日
㈮
～
令
和
２
年

３
月
31
日
㈫
（
勤
務
成
績
に
応
じ
て
更

新
可
能
）

・ 

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
応
相
談
）

・
賃
金　

時
給
940
円

※
有
給
休
暇
あ
り
（
10
日
間
）

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
あ
り

※
交
通
費
支
給
な
し

※
詳
し
く
は
受
付
時
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

申　

７
月
12
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
市
販

の
履
歴
書
１
枚
（
写
真
１
枚
貼
付
・
６
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）
を
市
役
所
１

階
税
務
課
窓
口
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※ 
選
考
方
法
は
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
審

査
（
面
接
日
程
は
後
日
連
絡
）
を
実
施

し
ま
す
。

問　

税
務
課　

市
民
税
係
（
☎

（95）
０
１
１ 

６
）

〇
市
民
課
窓
口

定　

若
干
名

対　

満
63
歳
未
満
の
人

内　

市
民
課
窓
口
業
務

・
雇
用
期
間　

８
月
20
日
㈫
か
ら
６
か
月

・ 

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
の
う
ち
、
１
日

４
時
間
30
分
～
５
時
間
の
交
代
勤
務

・
賃
金　

時
給
940
円

※ 

有
給
休
暇
あ
り

※
社
会
保
険
な
し
、
雇
用
保
険
あ
り

※
手
当
な
し

※
勤
務
開
始
日
は
相
談
可
能

※
勤
務
成
績
に
応
じ
更
新
可
能

申　

７
月
17
日
㈬
午
後
５
時
ま
で
に
、
市

販
の
履
歴
書
１
枚
（
写
真
１
枚
貼
付
・
６

か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）
を
市
役
所

１
階
市
民
課
窓
口
（
土
・
日
曜
日
除
く
）

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※ 

選
考
方
法
は
面
接
審
査
（
面
接
日
は
後

日
連
絡
）
を
実
施
し
ま
す
。

問　

市
民
課　

戸
籍
住
民
係
（
☎

（95）
０
１ 

５
２
）

　夏本番を迎えるにあたり、次のような重点項目をかかげ、
夏の交通安全運動を展開し、交通事故の防止を図ります。
　次のような重点項目に気をつけましょう。
・ 子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通

事故防止
・自転車の安全利用の推進
・ 全ての座席でシートベルトとチャイルドシートの正しい

着用の徹底
・飲酒運転の根絶
問　安心安全課　防犯交通係（☎95－0115）

夏の交通安全県民運動 7月11日㈭～20日㈯ な
く
そ
う
！

望
ま
な
い
受
動
喫
煙

保
健
セ
ン
タ
ー�

（
☎
（82）
８
２
１
１
）

令
和
元
年
度
自
衛
官
等

採
用
試
験

自
衛
隊
安
城
地
域
事
務
所

（
☎
（74）
６
８
９
４
）

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
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６
月
２
日
㈰
の
７
万
人
ク
リ
ー
ン
サ
ン

デ
ー
に
は
、４
千
786
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
、

協
力
団
体
の
方
に
早
朝
か
ら
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
今
回
集
め
ら

れ
た
ご
み
の
量
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を
捨
て
な
い

誓
い
を
た
て
て
、
ポ
イ
捨
て
の
な
い
、
住

み
よ
い
き
れ
い
な
ま
ち
に
す
る
た
め
、
今

後
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
で
拾
っ
た
ご
み
の
総
量
は

 

１
千

697.1
㎏

・
燃
え
る
ご
み 

１
千

140.0
㎏

・
燃
え
な
い
ご
み 

234.6
㎏

・
ア
ル
ミ
缶 

48.0
㎏

・
ス
チ
ー
ル
缶 

58.5
㎏

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

52.8
㎏

・
び
ん 

44.2
㎏

・
埋
立
ご
み 

42.0
㎏

・
有
害
ご
み 

58.0
㎏

・
ス
プ
レ
ー
缶 

19.0
㎏

　

ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
デ
ー
は
、
天
の

川
を
見
な
が
ら
、
家
庭
や
職
場
に
お

い
て
、
地
球
環
境
の
大
切
さ
を
国
民

全
体
で
再
確
認
し
、
低
炭
素
社
会
へ

の
歩
み
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
が
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策

の
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
の
日
と

し
て
国
が
設
定
し
ま
し
た
。

　

日
々
の
節
電
の
取
組
み
だ
け
で
な

く
、
改
め
て
私
た
ち
が
住
む
か
け
が

え
の
な
い
地
球
の
温
暖
化
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問　

環
境
課　

環
境
保
全
係
（
☎

（95）

０
１
５
４
）

　4月から不燃物・資源ごみの町内ごみ集積所の運営方法を変更しました。
　町内ごみ集積所に関してお知らせしたいことを次のとおりまとめました。利用者の誰もが気持ち良く集
積所をご利用いただくため、ご協力をお願いします。
〇決められたルールは必ず守る
　円滑なごみ収集のため、ごみ出しに関して日時、
場所、分別等のルールを定めています。みなさま
のご協力により、ほとんどの集積所では概ねルー
ルを守ったごみ出しがされていますが、一部の集
積所では収集時間外に、集積所の外に大量のごみ
が投棄されています。（写真参照）
　ルールを守らずに出されたごみは収集できませ
ん。放置されたごみにより、近隣住民や通行車両、
通学・通園するお子さん等に多大な迷惑がかかっ
ています。
　ルールを必ず
守ってごみを出
しましょう。

〇集積所の開錠・施錠について
　集積所の鍵は、集積時間前のコンテナやカゴを
設置する際に開けます。
　収集時間内は、扉が閉まっている場合でも、扉
が動かないように前の利用者がカンヌキを閉める
場合もあります。入口が閉まっていても、扉が開
くかどうか1度ご確認ください。
　施錠されている場合は、お手
数をお掛けしますが環境課まで
ご連絡ください。
〇ゴミチェッカーについて
ごみの分別が分からない時には、「知立市ゴミ
チェッカー」が大変便利です。ぜひご活用ください。
URL　https://www.city.chiryu.aichi.jp/static/
gomichecker/gomichecker.html

問　環境課　ごみ減量係（☎95－0126）

第
29
回
７
万
人
ク
リ
ー
ン
サ
ン

デ
ー
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

環
境
課�

ご
み
減
量
係（
☎
（95）
０
１
２
６
）

● 町内ごみ集積所に関するお知らせ ●

７
月
７
日

（
七
夕
の
日
）は

ク
ー
ル
ア
ー
ス・デ
ー

で
す
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時 …とき　 所 …ところ　 内 …内容　 講 …講師　　 対 …対象
定 …定員　 持 …持ち物　 ￥ …費用　 問 …問合せ　 申 …申込み方法

第63回 史跡八橋かきつばたを写す会
入賞者決定
　県の花、市の花である「かきつばた」を広く紹介し、観光宣伝に使用するこ
とを目的に開催された「史跡八橋かきつばたを写す会」の入賞者が決定しました。
　今年度は387点の応募作品の中から厳選なる審査の結果、「推薦」の松裏昌也
さんをはじめ、次の皆さんが入賞されました。
　なお、入賞作品は7月5日㈮～18日㈭に中央公民館1階ホール、7月20日㈯～29
日㈪に観光交流センターに展示しますので、ぜひご覧ください。
問　観光協会事務局（経済課内　☎95－0125）

賞 氏名（住所） 賞 氏名（住所）

推　薦 松裏昌也（知多市）

入　選

遠藤俊次（豊田市） 本多忠夫（幸田町）

特　選 福島宏治（豊田市） 戸軽邦明（知立市） 工藤光仁（刈谷市） 坂本美知子（知多市）

準特選
朝岡良和（西尾市） 大木知子（豊橋市） 樋田美幸（知立市） 榎本清司（鈴鹿市）

広瀬　護（知多市） 都築正和（刈谷市） 中野雅人（知立市）

入　選

青木純二（武豊町） 天野　修（高浜市） 小伊豆忠（知立市） 大見恭三（豊田市）

小野田浩二（岡崎市）小塚史朗（名古屋市） 岡田廣子（知立市） 大口芳子（刈谷市）

桜井澄夫（桑名市） 平井正喜（四日市市） 榊原賢也（刈谷市） 岡田泰之（刈谷市）

入賞者一覧（敬称略）

　文化協会では、知立文化賞・知立文化奨励賞・
文化芸術新人賞を市民の皆様から推薦していただ
き表彰しています。
　賞の種類は次の通りです。

〇知立文化賞
　知立市の文化を高度に振興、発展せしめ、その
功績が著しいと認められる個人または団体

〇文化奨励賞
　日頃の文化活動が顕著であり、さらに飛躍が期
待される個人または団体

〇文化芸術新人賞
　若手の奨励・育成を目的とした賞で、文化芸術
等にかかる活動で優れた実績があり次世代の担い

手として今後の活躍が大いに期待される個人また
は団体（知立市出身または在勤、在住、市内で活動）

・�推薦方法　文化協会事務局にある「知立文化賞・
知立文化奨励賞・文化芸術新人賞推薦書」に記
入し郵送またはご持参ください。各賞は審査委
員会の審議を経て決定します。

申・問　8月9日㈮必着で文化協会事務局（文化
会館内　〒472－0026　知立市上重原町間瀬口116　
☎83－0151　火～金曜日　午前10時～午後4時）へ。

第43回 知立文化賞・文化奨励賞・
文化芸術新人賞受賞候補者の推薦について
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衣浦東部広域連合NEWS

　

令
和
元
年
第
１
回
衣
浦
東
部
広
域
連
合

議
会
臨
時
会
が
、
５
月
28
日
㈫
に
広
域
連

合
議
場
（
刈
谷
市
役
所
）
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
議
会
は
碧
南
市
、
安
城
市
お
よ

び
高
浜
市
選
出
議
員
の
改
選
に
よ
り
３
市

議
会
に
お
い
て
後
任
の
広
域
連
合
議
会
議

員
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
正
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、 

議
長
に
外
山
鉱
一
議
員
が
、
副
議
長
に
小

林
昭
弌
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
監
査
委
員
の
人
事
案
件
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
は
し
ご
付
消
防
自
動
車
１
台
の

更
新
に
伴
う
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
の
議

案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

碧
南
市
、
安
城
市
お
よ
び
高
浜
市
か
ら

今
回
選
出
の
衣
浦
東
部
広
域
連
合
議
会
議

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
議
席
番
号
順
、

敬
称
略
）

【
碧
南
市
選
出
】
小
池
友
妃
子
、
鈴
木
良

和
、
山
中
謙
治

【
安
城
市
選
出
】
沓
名
喜
代
治
、
守
口
晶

治
、
法
福
洋
子
、
石
川
博
雄
、
松
尾
学
樹

【
高
浜
市
選
出
】
杉
浦
康
憲
、
柴
田
耕
一

■
人
事
案
件

〇
正
副
議
長

議　

長　

外
山
鉱
一
（
刈
谷
市
）

副
議
長　

小
林
昭
弌
（
知
立
市
）

○
同
意
さ
れ
た
人
事

広
域
連
合
副
長　

川
口
孝
嗣
（
刈
谷
市
副

市
長
）

監
査
委
員
（
議
選
）　

鈴
木
良
和
（
碧
南

市
）、（
識
見
）
堀
田
昌
義

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

ご
案
内

　

消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
の
引
上
げ

に
伴
う
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
の
消

費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
消
費
を
喚
起
・
下

支
え
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。

内　

一
冊
５
千
円
分
の
買
い
物
券
を
４ 

千
円
で
購
入
で
き
、
最
大
５
冊
ま
で
購

入
で
き
ま
す
。（
券
は
500
円
×
10
枚
綴

り
で
、
お
つ
り
は
出
ま
せ
ん
。）

※ 

商
品
券
購
入
に
は
、
引
換
券
が
必
要

で
す
。

対　① 

令
和
元
年
度
住
民
税
非
課
税
者
（
住

民
税
課
税
者
の
扶
養
親
族
等
は
除
く
）

② 

３
歳
未
満
児
（
平
成
28
年
４
月
２
日

～
令
和
元
年
９
月
30
日
生
ま
れ
の

子
）
子
育
て
世
帯
の
世
帯
主

〇
商
品
券
引
換
券　

・ 

対
象
者
①
の
人
は
申
請
が
必
要
で
す
。 

対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
申
請
書
を

７
月
ご
ろ
郵
送
し
ま
す
の
で
、
受
付

期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
後
引
換
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

・ 

対
象
者
②
の
人
で
６
月
１
日
ま
で
に

子
ど
も
が
産
ま
れ
た
世
帯
主
に
は
９

月
ご
ろ
に
引
換
券
を
お
送
り
し
ま
す
。 

ま
た
そ
れ
以
降
に
産
ま
れ
た
世
帯
主

に
は
10
月
以
降
に
順
次
お
送
り
し
ま

す
。

申　
［
対
象
者
①
に
関
わ
る
申
請
期
間
］

７
月
１
日
㈪
～
11
月
29
日
㈮

※  

そ
の
他
販
売
窓
口
等
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
受
付
窓
口

（
☎

（83）
１
１
１
１　

内
線
179
）

会　　場 安城消防署 刈谷消防署
講 習 会 名 普通救命講習Ⅰ 普通救命講習Ⅲ

開 催 日 時 7月21日㈰　午前9時～正午 7月20日㈯　午前9時～正午

定 員 先着20人 先着20人

申 込 み
問 合 せ

7月5日㈮午前9時～
（☎75－2494）救急係へ

7月5日㈮午前9時～
（☎23－1299）救急係へ

対 象 者 碧南・刈谷・安城・知立市および高浜市在住、在勤、在学の人でいずれの会場でも受講できます。

内 容
普通救命講習Ⅰ 心肺蘇生法（気道確保、人工呼吸、胸骨圧迫）、AEDの使用法、止血法など
普通救命講習Ⅲ 小児・乳児・新生児の心肺蘇生法、ひきつけ、のどに異物が詰まった時の処置など
※救命講習会を団体で受講される場合は、最寄りの消防署へお問合せください。

救命講習会（7月開催分） あなたは愛する家族を救えますか。いざという時のために心肺蘇生法を覚えましょう。

第
１
回　

衣
浦
東
部
広
域
連
合

議
会
臨
時
会

衣
浦
東
部
広
域
連
合
事
務
局�

総
務
課

（
☎
（63）
０
１
３
１
）
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時 …とき　 所 …ところ　 内 …内容　 講 …講師　　 対 …対象
定 …定員　 持 …持ち物　 ￥ …費用　 問 …問合せ　 申 …申込み方法

催し

広告 広告

※「広報ちりゅう」発行経費の一部に充てるため、有料広告を掲載しています。内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。

有
　
料
　
広
　
告

　

国
際
交
流
協
会
で
は
、
恒
例
と
な
り
ま

し
た
ゆ
か
た
パ
ー
テ
ィ
ー
を
今
年
も
行
い

ま
す
。知
立
市
近
郊
の
研
修
生
や
留
学
生
、

市
内
在
住
の
外
国
人
た
ち
と
交
流
し
ま
せ

ん
か
。

時　

８
月
３
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
～
午

後
２
時

所　

中
央
公
民
館　

第
１
・
２
和
室
ほ
か

内　

ゆ
か
た
の
着
付
け
体
験
、
盆
踊
り
、

そ
う
め
ん
の
会
食
な
ど

※ 

ゆ
か
た
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄

付
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

対　

ど
な
た
で
も

￥　

中
学
生
以
上
300
円
、
小
学
生
200
円
、

乳
幼
児　

無
料

定　

20
人
（
先
着
順
）

申
・
問　

７
月
８
日
㈪
～
24
日
㈬
に
電
話

ま
た
は
直
接
国
際
交
流
協
会
事
務
局
へ
。

　

小
学
４
～
６
年
生
の
児
童
を
対
象
に

キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

 

お
い
し
く
作
っ
て
お
い
し
く
食
べ
て
、

楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
に
し
ま
せ
ん
か
。

時　

７
月
25
日
㈭
、
26
日
㈮　

午
前
９
時

30
分
～
午
後
１
時

※
い
ず
れ
か
一
方
の
み
参
加
で
き
ま
す
。

所　

保
健
セ
ン
タ
ー　

調
理
室

講　

食
育
知
立
（
と
も
だ
ち
）
の
会

定　

各
日
20
人
（
先
着
順
）

￥　

１
人
300
円

持　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
具
等

申　

７
月
１
日
㈪
か
ら
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
。

　

平
成
30
年
度
「
人
権
を
理
解
す
る
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
入
賞
さ
れ
た
市
内
の

小
・
中
学
生
の
ポ
ス
タ
ー
、
書
道
、
標
語

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

作
品
か
ら
、子
ど
も
達
の
持
っ
て
い
る
、

他
人
を
思
い
や
る
心
や
優
し
い
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
親
子
そ
ろ
っ
て
ご
覧

い
た
だ
き
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
し
て
く
だ
さ
い
。

時　

７
月
24
日
㈬
午
前
９
時
～
31
日
㈬
午

後
４
時

所　

中
央
公
民
館　

１
階
ホ
ー
ル

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
犯

罪
や
非
行
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
罪
を

犯
し
た
人
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
更
生

を
支
え
、
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
明
る
い
地
域

づ
く
り
に
参
加
す
る
こ
と
を
重
点
目
標
と

し
て
、
毎
年
７
月
１
日
～
31
日
の
１
か
月

間
全
国
的
に
行
わ
れ
る
運
動
で
す
。

　

今
年
度
も
啓
発
活
動
に
加
え
、
ゲ
ス
ト

を
お
招
き
し
て
盛
大
に
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時　

７
月
13
日
㈯　

午
前
10
時
25
分
～
正

午所　

文
化
会
館　

花
し
ょ
う
ぶ
ホ
ー
ル

内　

東
小
学
校
和
太
鼓
部
に
よ
る
演
奏
、

吉
本
興
業
の
愛
知
住
み
ま
す
芸
人
「
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
Ｒ
」
の
お
笑
い
ラ
イ
ブ
な
ど

※
手
話
通
訳
あ
り

※ 

啓
発
活
動
で
は
、
ミ
ス
か
き
つ
ば
た
も

参
加
し
ま
す
。

￥　

無
料

申　

不
要

催
　
し

第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

福
祉
課�

保
護
援
護
係（
☎
（95）
０
１
４
９
）

ゆ
か
た
パ
ー
テ
ィ
ー

国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
協
働
推
進
課
内　

☎
（95）
０
１
４
４　

土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ
を

開
催
し
ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー�

（
☎
（82）
８
２
１
１
）

人
権
を
理
解
す
る
作
品

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展

協
働
推
進
課�

協
働
人
権
係

（
☎
（95）
０
１
４
４
）
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催し

●不動産、建築トラブル　●相続、遺留分、離婚
●交通事故、労災事故　　●企業法務　　
●債権回収　　　　　　　●破産、債務整理　　　●刑事

刈谷駅南口よりすぐ
刈谷市若松町2丁目2番地

０５６６-９１-０２１０

白濱法律事務所
（愛知県弁護士会所属）

弁護士法人 弁護士　白濱　重人
弁護士　香川　広志
弁護士　西尾祐一郎
弁護士　居石　孝男
弁護士　古田　博大
弁護士　西森　雄紀
弁護士　西野　智貴

刈谷事務所 ☎
JR岡崎駅東口よりすぐ
岡崎市羽根町字北ノ郷45

０５６４-５４-３７７７岡崎事務所 ☎

広告

相談料無料
（初回30分）

※「広報ちりゅう」発行経費の一部に充てるため、有料広告を掲載しています。内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。

有
　
料
　
広
　
告

　

（
公
財
）
矢
作
川
水
源
基
金
で
は
、
水

の
大
切
さ
や
森
の
役
割
を
学
べ
る
夏
休
み

の
親
子
企
画
と
し
て
、
森
林
体
験
バ
ス
ツ

ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

時　

８
月
10
日
㈯　

午
前
７
時
30
分
～
午

後
５
時
30
分　

※
雨
天
決
行
、
荒
天
中
止

所　

旭
高
原
元
気
村
（
豊
田
市
）
周
辺

※
集
合
・
解
散
は
知
立
市
役
所
で
す
。

内　

間
伐
体
験
・
ガ
イ
ド
に
よ
る
森
林
散

策
（
予
定
）

対　

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
未
就
学
児
の
同
伴
は
不
可
）

定　

30
人

※ 

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
参
加
者
を

決
定
し
ま
す
。
抽
選
結
果
は
７
月
下
旬

に
連
絡
し
ま
す
。

￥　

無
料

持　

昼
食
、
敷
物
、
飲
み
物
、
長
袖
・
長

ズ
ボ
ン（
素
肌
が
出
な
い
も
の
）、長
靴
下
、

運
動
靴
、
着
替
え
、
タ
オ
ル
、
す
べ
り
止

め
付
き
軍
手
（
あ
れ
ば
）、雨
具
、合
羽
（
あ

れ
ば
）

申　

７
月
16
日
㈫
午
後
５
時
（
必
着
）
ま

で
に
次
の
方
法
で
企
画
政
策
課　

政
策
係

（
〒
472
―
８
６
６
６
（
住
所
不
要
）　

☎

（95）
０
１
１
４　

Ｆ
Ａ
Ｘ

（83）
１
１
４
１

Ｅ
メ
ー
ルkikaku-seisaku@

city.
chiryu.lg.jp

）
へ
。

※ 

グ
ル
ー
プ
で
応
募
さ
れ
る
場
合
、
抽
選

結
果
の
連
絡
先
と
な
る
代
表
者
も
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

【
窓
口
】
市
役
所
４
階
企
画
政
策
課
窓
口

で
所
定
用
紙
に
記
入
の
上
、
申
込
み
し
て

く
だ
さ
い
。

【
は
が
き
・
手
紙
】
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
事
項　

参
加
者
全
員
の
郵
便
番
号
、 

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
付
）、
性
別
、

学
年
（
小
学
生
の
み
）、
電
話
番
号

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
市
民
と
会
員
の
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
は
男
性
保
育
士
に
よ
る
ふ
れ

あ
い
講
座
を
通
じ
て
、
事
業
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時　

７
月
27
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分

所　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

内　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
の
説
明
と
男
性
保
育
士
に
よ
る
ふ
れ

あ
い
講
座

持　

汗
拭
き
用
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
で
き

る
も
の

※ 

運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

対　

市
内
在
住
者　
　
　
　
　

定　

30
人
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
・
問　

７
月
24
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
。

時　

７
月
14
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
３

時所　

知
立
文
化
広
場

内　

席
主　

森
宗
玲
氏
（
裏
千
家
）

￥　

一
席
500
円

　

平
成
20
年
度
か
ら
開
催
し
、
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
る
「
パ
テ
ィ
オ
入
会
地
ギ
ャ

ラ
リ
ー
展
」。
一
つ
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を

分
割
し
、
３
団
体
同
時
に
展
示
す
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
展
で
す
。「
文
化
の
入
会
地
」
を

め
ざ
す
パ
テ
ィ
オ
の
企
画
で
す
。

時　

７
月
10
日
㈬
～
14
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
５
時

所　

文
化
会
館　

２
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
内

内　

［
Ａ
ス
ペ
ー
ス
］
第
30
回
中
日
写
真

協
会
知
立
支
部
展

［
Ｂ
ス
ペ
ー
ス
］
Ｔ
Ｐ

Ｃ（
宝
町
写
真
ク
ラ
ブ
）

写
真
展

［
Ｃ
ス
ペ
ー
ス
］
フ
ォ

ト
ク
ラ
ブ
風
写
真
展

￥　

無
料

催
　
し
（
つ
づ
き
）

パ
テ
ィ
オ
入
会
地
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

文
化
会
館

（
パ
テ
ィ
オ
池
鯉
鮒　

☎
（83）
８
１
０
０
）

月
釜
茶
会

文
化
協
会
事
務
局

（
文
化
会
館
内　

☎
（83）
０
１
５
１

火
～
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

矢
作
川
水
源
基
金　

親
子
で
行

く
森
林
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー

企
画
政
策
課�

政
策
係（
☎
（95）
０
１
１
４
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
交
流
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
☎
（82）
９
０
０
９
）
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時 …とき　 所 …ところ　 内 …内容　 講 …講師　　 対 …対象
定 …定員　 持 …持ち物　 ￥ …費用　 問 …問合せ　 申 …申込み方法

催し・講座・教室

～
打
楽
器
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
！
～

 

名
古
屋
音
楽
大
学
の
打
楽
器
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
に
よ
る
、
マ
リ
ン
バ
を
は
じ
め
と
し

た
打
楽
器
に
、
よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
当
日
は
ち

り
ゅ
っ
ぴ
も
登
場
し
ま
す
。

時　

10
月
12
日
㈯　

午
後
２
時
30
分
開
演

所　

リ
リ
オ･

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

内　・ 

出
演　

ナ
ゴ
ヤ
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・ 

曲
目　

イ
ン
フ
ァ
ン
ソ
ン
／
夜
の
訪
れ
、 

サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
／
動
物
の
謝
肉
祭

　

他

￥
（
全
席
指
定
）

【
友
の
会
】
１
千
500
円

【
一
般
】
２
千
円

【
学
生
（
３
歳
以
上
）】
１
千
円

【
特
別
席
】（
車
イ
ス
ス
ペ
ー
ス
）
１
千
円 

〇
発
売
日

【
友
の
会
】
７
月
14
日
㈰

【
一
般
】
７
月
20
日
㈯　

午
前
９
時
（
電

話
予
約
は
同
日
正
午
か
ら
）

時　

７
月
28
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午

所　

図
書
館
２
階　

視
聴
覚
室

内　

折
り
紙
で
「
ラ
ン
ド
セ
ル
」
を
作
成

し
ま
す
。

対　

小
学
生
と
保
護
者
（
小
学
４
年
生
以

上
は
、
保
護
者
な
し
で
参
加
可
）

定　

25
人
（
10
組
程
度
）

講　

丹
羽
兌
子
氏
（
折
り
紙
作
家
、
日
本

折
紙
協
会
講
師
）

￥　

無
料

持　

は
さ
み
、
の
り
、
両
面
テ
ー
プ

申　

７
月
14
日
㈰
か
ら
図
書
館
カ
ウ
ン

タ
ー
で
受
付
（
電
話
に
よ
る
受
付
不
可
）

※ 

初
日
の
朝
に
申
込
む
人
は
、
正
面
玄
関

（
公
園
側
）
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

　

ス
ク
ラ
ッ
チ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

使
っ
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
み
よ

う
。

時　

７
月
20
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時
30

分所　

中
央
公
民
館　

視
聴
覚
室

講　

梛
野
節
子
氏

対　

市
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年
生
（
保

護
者
同
伴
）

定　

10
組
（
先
着
順
）

￥　

無
料

申　

７
月
６
日
㈯
～
14
日
㈰
（
午
前
８
時

30
分
～
午
後
９
時
）
に
中
央
公
民
館
窓
口

へ
。（
電
話
に
よ
る
受
付
不
可
）

　

地
元
の
和
菓
子
職
人
さ
ん
と
一
緒
に
、

バ
ラ
、
桜
の
和
菓
子
（
計
４
個
）
を
作
り

ま
す
。

時　

８
月
４
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
～
３

時所　

中
央
公
民
館　

料
理
実
習
室

講　

都
築
屋
菓
子
舗　

店
主　

都
築
敏
正

氏対　

市
内
在
住
在
勤
在
学
の
人

定・ 

小
学
４
年
生
以
下　

12
組
（
保
護
者
同

伴
）

・
一
般
（
小
学
５
年
生
以
上
）　

12
人

※
い
ず
れ
も
先
着
順

￥　

400
円

申　

７
月
６
日
㈯
～
14
日
㈰
（
午
前
８
時

30
分
～
午
後
９
時
）
に
中
央
公
民
館
窓
口

へ
。（
電
話
に
よ
る
受
付
不
可
）

時　7月2日㈫～14日㈰（8日㈪を除く）
所　リサイクルプラザ KC（クリーン
センター管理棟2階）
内　再生補修家具などの入札をします。
応札価格は1点につき100円からです。
対　市内または刈谷市在住の人
開札・連絡・引渡期間　7月17日㈬～
21日㈰
○引渡期間厳守。期限までに取りに来
られない場合は落札無効となり、以後
の入札ができなくなります。
○引渡時は本人確認できるものを必ず
持参してください。
○展示品の状態を確認の上、責任を
持って入札してください。
○営利目的の入札はできません。
○開札後の返品およびキャンセルはで
きません。
○搬出はご自身で行ってください。
問　リサイクルプラザ KC（☎21－
7251）

催
　
し
（
つ
づ
き
）

講
座
・
教
室

夏
休
み
親
子
折
り
紙
教
室

～
ラ
ン
ド
セ
ル
を
作
ろ
う
～

図
書
館�

（
☎
（83）
１
１
３
１
）

ナ
ゴ
ヤ
マ
リ
ン
バ

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

リ
リ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

（
☎
（85）
１
１
３
３
）

中
央
公
民
館　

１
Ｄ
ａ
ｙ
講
座

プ
ロ
に
教
わ
る
和
菓
子
作
り

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
中
央
公
民
館
内　

☎
（83）
１
１
６
５　

月
曜
休
館
）

中
央
公
民
館　

１
Ｄ
ａ
ｙ
講
座

【
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
成
し
よ
う

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課（
中
央
公
民
館
内　

☎
（83）
１
１
６
５　

月
曜
休
館
）

リサイクル家具などの
展示・販売
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講座・教室

時　

７
月
20
日
㈯　

午
前
10
時
～
11
時
45

分所　

中
央
公
民
展
示
室
Ⅰ
、
Ⅱ

内　

古
今
の
素
晴
ら
し
い
語
の
吟
じ
方
を

わ
か
り
や
す
く
学
び
、
腹
式
呼
吸
で
健
康

増
進
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
り
ま
す
。

対　

市
内
在
住
者

定　

30
人
（
先
着
順
）

講　

深
浦
精
正
氏

￥　

無
料

申　

７
月
２
日
㈫
～
19
日
㈮
に
文
化
協
会

事
務
局
へ
。

時　

７
月
24
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時

所　

中
央
公
民
館　

第
２
実
習
室

内　

浴
衣
を
着
て「
納
涼
打
ち
水
大
作
戦
」

を
行
い
ま
す
。

対　

市
内
在
住
者
（
小
中
学
生
可
・
男
女

問
わ
ず
）

講　

高
木
敏
子
氏
（
山
野
流
着
装
師
範
講

師
）

定　

20
人
（
先
着
順
）

持　

ゆ
か
た
、
帯
、
小
物
一
式
、
下
駄
、

洗
面
器
、
ひ
し
ゃ
く

￥　

無
料

申　

７
月
２
日
㈫
～
23
日
㈫
に
文
化
協
会

事
務
局
へ
。

　

今
一
度
人
生
を
振
り
返
り
、
ま
と
め
る

『
私
の
人
生
フ
ァ
イ
ル
』
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
万
が
一
の
際
に
、
希
望
す
る
お

別
れ
の
仕
方
や
人
生
や
思
い
出
な
ど
を
書

い
た
り
、
残
し
た
い
写
真
な
ど
の
添
付
も

で
き
た
り
と
、
残
さ
れ
た
人
へ
の
思
い
出

に
も
な
り
ま
す
。

時　

８
月
１
日
㈭　

午
前
10
時
～
正
午

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

訓
練
室

対　

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定　

30
人
（
先
着
順
）

講　

上
原
房
枝
氏
（
自
分
史
活
用
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）

持　

筆
記
用
具

￥　

無
料

申　

７
月
５
日
㈮
～
18
日
㈭
に
電
話
ま
た

は
直
接
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
「
い
つ
ま
で
も
私
ら
し
く
」と
い
う
テ
ー

マ
で
認
知
症
の
予
防
方
法
と
理
解
に
つ
い

て
ご
家
族
向
け
に
講
演
を
行
い
ま
す
。
講

演
後
は
家
族
同
士
の
交
流
会
も
行
い
ま
す
。

時　

７
月
20
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～
３

時所　

ほ
ほ
え
み
の
里　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

対　

市
内
在
住
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
人
、
介
護
に
興
味
の
あ
る
人

定　

20
人

￥　

無
料

講　

高
野
雅
博
氏

申　

７
月
１
日
㈪
～
16
日
㈫
に
ほ
ほ
え
み

の
里　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

静
か
な
ブ
ー
ム
「K

O
K

ED
A

M
A

（
こ

け
だ
ま
）」
を
飾
り
涼
し
げ
な
空
間
を
演

出
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

海
外
で
も
人
気
の
あ
る
苔
玉
（
こ
け
だ

ま
）、
モ
コ
モ
コ
と
し
た
可
愛
い
姿
は
涼

し
げ
で
癒
し
の
空
間
を
造
っ
て
く
れ
ま
す
。 

盆
栽
よ
り
手
軽
で
簡
単
な
苔
玉
（
こ
け
だ

ま
）
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
の

部
屋
の
緑
の
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
お
勧
め

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

時　Ａ
コ
ー
ス　

７
月
13
日
㈯

Ｂ
コ
ー
ス　

７
月
17
日
㈬

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

所　

西
丘
文
化
セ
ン
タ
ー　

生
活
改
善
室

￥　

２
千
500
円
（
当
日
集
金
）

定　

各
コ
ー
ス
15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

講　

大
田
八
重
子
氏

申　

７
月
２
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
西
丘
文

化
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ
。

　

専
門
の
講
師
が
ポ
ス
タ
ー
の
描
き
方
の

指
導
し
ま
す
。
多
く
の
お
子
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

時　［
Ａ
コ
ー
ス
］
７
月
27
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
～
正
午

［
Ｂ
コ
ー
ス
］
８
月
４
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
～
正
午

［
Ｃ
コ
ー
ス
］
８
月
４
日
㈰　

午
後
１
時

30
分
～
４
時

い
ず
れ
か
の
参
加
に
な
り
ま
す
。

所　

西
丘
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

対　

市
内
小
学
生

内　

夏
休
み
課
題
の
「
ポ
ス
タ
ー
」
の
制

作講　

前
川
美
輪
氏

￥　

無
料

定　

各
コ
ー
ス
15
人

※ 

定
員
超
え
の
コ
ー
ス
は
抽
選
。（
き
ょ

う
だ
い
等
は
併
せ
て
１
組
と
し
て
抽
選
）

申　

７
月
３
日
㈬
～
５
日
㈮
の
午
前
９
時

～
午
後
５
時
に
西
丘
文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口

へ
。

講
座
・
教
室（
つ
づ
き
）

夏
休
み
子
ど
も
ポ
ス
タ
ー
教
室

西
丘
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
（82）
１
２
０
０　

月
曜
休
館
）

家
族
介
護
教
室

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ほ
ほ
え
み
の
里

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
（85）
２
５
３
２
）

娯
楽
す
こ
や
か
生
活
応
援
講
座

～
終
活
セ
ミ
ナ
ー
～

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー�

（
☎
（55）
１
８
０
４
）

西
丘
文
化
セ
ン
タ
ー
「
１
ｄ
ａ
ｙ

ス
ク
ー
ルK

O
K
E
D
A
M
A

作
り
」

西
丘
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
（82）
１
２
０
０　

月
曜
休
館
）

文
化
協
会
市
民
教
室

「
詩
吟
入
門
」

文
化
協
会
事
務
局

（
文
化
会
館
内　

☎
（83）
０
１
５
１

火
～
金
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
）

文
化
協
会
市
民
教
室

「
ゆ
か
た
着
付
け
教
室
」

文
化
協
会
事
務
局

（
文
化
会
館
内　

☎
（83）
０
１
５
１

火
～
金
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
）
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時 …とき　 所 …ところ　 内 …内容　 講 …講師　　 対 …対象
定 …定員　 持 …持ち物　 ￥ …費用　 問 …問合せ　 申 …申込み方法

講座・教室・健康・スポーツ

　

境
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
学
生
お

よ
び
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
実
験
や
施

設
見
学
を
通
じ
て
、
下
水
道
の
大
切
さ
、

役
割
や
仕
組
み
を
親
子
で
学
び
な
が
ら
、

夏
休
み
の
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
、「
親
子
下
水
道
教
室
」
を

開
催
し
ま
す
。

時　

８
月
２
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

所　

境
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
刈
谷
市
衣
崎

町
２
丁
目
20
番
地
）

対　

小
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者
（
薬
品

等
を
使
用
す
る
の
で
、
未
就
学
児
の
同
伴

お
よ
び
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。）

内　

顕
微
鏡
に
よ
る
微
生
物
の
観
察
、
水

質
測
定
の
簡
易
実
験
や
施
設
の
見
学
を
通

じ
て
、
下
水
道
の
役
割
を
親
子
で
楽
し
く

学
び
ま
す
。

定　

５
組
（
先
着
順
）

￥　

無
料

申
・
問　

７
月
10
日
㈬
～
16
日
㈫
に
電
話

で
境
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）へ
。

時　

８
月
１
日
㈭　

午
後
２
時
～
４
時

所　

衣
浦
東
部
保
健
所
３
階　

大
会
議
室

（
刈
谷
市
大
手
町
１
ー
12
）

対　

神
経
系
難
病
患
者
と
家
族
お
よ
び
神

経
難
病
患
者
支
援
に
関
わ
る
医
療
介
護
関

係
者

内　

医
師
講
話
「
神
経
難
病
に
つ
い
て
学

ぼ
う
～
最
近
の
医
療
と
治
療
～
」

講　

安
城
更
生
病
院
脳
神
経
内
科
在
宅
医

療
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
長　

杉
浦
真
氏

申　

７
月
24
日
㈬
ま
で
に
衣
浦
東
部
保
健

所　

健
康
支
援
課　

地
域
保
健
グ
ル
ー
プ

へ
。

　

８
月
７
日
は
「
鼻
の
日
」
で
す
。
様
々

な
鼻
の
病
気
に
関
し
て
、
予
防
か
ら
治
療

ま
で
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
て
頂
き
ま
す
。

　

ご
自
身
や
ご
家
族
の
健
康
管
理
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

時　

８
月
６
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～
３

時内　

「
鼻
（
は
な
）
の
日
」
健
康
講
座

講　

耳
鼻
咽
喉
科
ま
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク　

加

藤
正
大
院
長

所　

保
健
セ
ン
タ
ー　

講
座
室

￥　

無
料

定　

50
人
（
先
着
順
）

申　

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎

（82）
８
２
１
１
）へ
。

時　

８
月
３
日
㈯　

午
前
８
時
30
分
受
付

所　

北
林
運
動
広
場

対　

ペ
タ
ン
ク
愛
好
者
（
初
心
者
歓
迎
）

内　・
種
目　

ダ
ブ
ル
ス
（
男
女
混
合
可
）

・ 

競
技
方
法　

赤
白
ブ
ロ
ッ
ク
制
・
対
戦

表
方
式

￥　

１
チ
ー
ム
１
千
円

申　

７
月
19
日
㈮
ま
で
に
福
祉
体
育
館

（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
・
祝
日
を
除
く

月
曜
休
館
）
ま
た
は
ペ
タ
ン
ク
協
会
事
務

局　

石
川
へ
。

時　

８
月
31
日
㈯　

午
前
８
時
30
分
受
付　

午
前
９
時
開
会
式

所　

知
立
イ
ー
グ
ル
ボ
ウ
ル

内　

３
人
チ
ー
ム
戦
（
男
女
混
合
可
）
で

１
人
３
ゲ
ー
ム
の
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
に
よ

る
チ
ー
ム
対
抗
戦
（
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

あ
り
）

定　

30
チ
ー
ム

※ 

応
募
チ
ー
ム
多
数
の
場
合
は
代
理
抽
選

を
行
い
決
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
上
位
18
チ
ー
ム
は
、
県
大
会
へ

の
出
場
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

対　

市
内
在
住
・
在
勤
（
ス
ポ
ー
ツ
傷
害

保
険
等
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
）

￥　

１
チ
ー
ム
６
千
300
円
（
当
日
集
金
）

申　

７
月
24
日
㈬
ま
で
に
福
祉
体
育
館
へ
。

時　

７
月
21
日
㈰　

午
後
１
時
～
２
時

所　

ウ
ィ
ン
グ
ア
リ
ー
ナ
刈
谷　

大
会
議

室内　

リ
オ
２
０
１
６
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
で
日
本
選
手
団
団
長
を
務
め
た
講

師
を
招
き
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
が
生
ま

れ
た
背
景
や
、
そ
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。

講　

大
槻
洋
也
氏
（
至
学
館
大
学
教
授
）

対　

ど
な
た
で
も

定　

50
人
（
先
着
順
）

￥　

無
料

申　

７
月
４
日
㈭
午
前
９
時
か
ら
ウ
ェ
ー

ブ
ス
タ
ジ
ア
ム
刈
谷
へ
。

講
座
・
教
室（
つ
づ
き
）

ス
ポ
ー
ツ

親
子
下
水
道
教
室

境
川
浄
化
セ
ン
タ
ー�

（
☎
（25）
１
２
９
５
）

医
師
健
康
講
座

保
健
セ
ン
タ
ー�

（
☎
（82）
８
２
１
１
）

神
経
系
難
病
患
者
・
家
族
の
つ

ど
い

衣
浦
東
部
保
健
所�

健
康
支
援
課

地
域
保
健
グ
ル
ー
プ（
☎
（21）
９
３
３
８
）

第
10
回

知
立
市
長
杯
ペ
タ
ン
ク
大
会

ペ
タ
ン
ク
協
会
事
務
局

（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（82）
１
２
６
４
）

愛
知
ス
ポ
・
レ
ク
２
０
１
９

西
三
河
地
区
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課�

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
☎
（82）
５
１
５
１　

午
前
９
時
～
午
後
５

時
・
祝
日
を
除
く
月
曜
休
館
）

障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

～
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
に
向
け
て
～

ウ
ェ
ー
ブ
ス
タ
ジ
ア
ム
刈
谷

（
☎
（27）
８
２
９
５
・
水
曜
休
館
）

健
　
康
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①
夏
ま
つ
り

時　

７
月
26
日
㈮
・
28
日
㈰
・
31
日
㈬
～

８
月
４
日
㈰

所　

岡
崎
公
園
、籠
田
公
園
、イ
オ
ン
モ
ー

ル
岡
崎
、N

EO
P

A
SA

岡
崎
な
ど

内　

ス
テ
ー
ジ
、
グ
ル
メ
、
夜
市
、
盆
踊

り
な
ど

②
花
火
大
会

時　

８
月
３
日
㈯　

午
後
６
時
50
分
～
９

時
（
雨
天
決
行
。
た
だ
し
警
報
な
ど
の
荒

天
ま
た
は
乙
川
増
水
の
場
合
は
８
月
４
日

㈰
に
順
延
）

所　

乙
川
・
矢
作
川
河
川

内　

仕
掛
け
花
火
、
金
魚
花
火
、
各
種
ス

タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
の
三
河
花
火

　

今
年
で
21
回
目
と
な
る
碧
南
市
最
大
の

市
民
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
メ
イ
ン
の

総
踊
り
を
は
じ
め
、
出
店
や
ス
テ
ー
ジ
発

表
な
ど
、イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

〇
前
夜
祭

時　

８
月
２
日
㈮　

午
後
６
時
～
８
時
40

分所　

文
化
会
館
前　

駐
車
場

〇
本
祭

時　

８
月
３
日
㈯　

午
後
２
時
～
８
時
45

分所　

碧
南
市
役
所
前
道
路
お
よ
び
そ
の
周

辺
　

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

240
年
の
歴
史
が
あ
る
伝
統
的
な
祭
り
で
す
。 

武
者
人
形
を
か
た
ど
っ
た
重
さ
約
60
㎏
の

「
万
燈
」
を
若
衆
が
一
人
で
担
ぎ
、
笛
や

太
鼓
の
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
勇
壮
に
舞
い

踊
り
ま
す
。

　

初
日
の
「
新
楽
」
で
は
若
衆
が
万
燈
を

担
い
で
市
内
を
練
り
歩
き
、２
日
目
の「
本

楽
」
で
は
秋
葉
社
の
境
内
で
舞
が
奉
納
さ

れ
ま
す
。

時　

７
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

所　

刈
谷
市
中
心
部
（
秋
葉
社
周
辺
）

※ 

Ｊ
Ｒ
・
名
鉄
刈
谷
駅
ま
た
は
名
鉄
刈
谷

市
駅
下
車

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相談内容
～還付金詐欺に注意　ATM で還付金はもらえません～

　役所から「100万円以上残高のある通帳を持って手続きを
すれば、口座に還付金2万8千円が振り込まれる」という電話
があったので、通帳を持ってスーパーの ATM に行った。指示
された番号に電話し、担当者から言われた暗証番号982337
を入力し操作をした。還付金が振り込まれたと思い、残高を確
認したところ、98万2337円が他人の口座に振り込まれてい
ることが分かった。

アドバイス
　「お金が返ってくるので ATM に行くように」という電話が
あったら還付金詐欺です。相手にせず、すぐに電話を切ってく
ださい。
　市役所などの公的機関や金融機関などの職員が ATM の操作
をするように連絡することは絶対にありません。
　銀行店舗の ATM ではなく、操作の様子が周囲の目に付きに
くいスーパーや駅などのATMへ誘導するケースが見られます。
　ATM の操作の際に、振込金額を「暗証番号」「受付番号」と言っ
たり、振り込みボタンを自分の口座への振り込みだと誤信させ
たりして、自分の口座へ振込手続きをしているように言葉巧み
に錯覚させるのが手口です。
　お金が返ってくるなどという電話があったら、すぐに最寄り
の警察や消費生活センターにご相談ください。

■消費生活全般についてのご相談は下記まで■
【知立市消費生活センター】
毎週月・水・木・金曜日：午後1時〜4時（受付は午後3時
30分まで）　▶☎95－0195

【愛知県消費生活総合センター】
月〜金曜日：午前9時〜午後4時30分、土・日曜日：午前9
時〜午後4時　▶☎052（962）0999

西
三
河
イ
ベ
ン
ト
だ
よ
り

このコーナーでは、全国の消費
生活センター等に寄せられた相
談事例を紹介します。

［
碧
南
市
］

元
気
ッ
ス
！
へ
き
な
ん

碧
南
市
役
所�

地
域
協
働
課

（
☎
（95）
９
８
７
２
）

［
刈
谷
市
］

天
下
の
奇
祭
「
刈
谷
万
燈
祭
」

刈
谷
市
観
光
協
会（
☎
（23）
４
１
０
０　

月

～
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
）　

刈
谷
駅
前
観
光
案
内
所（
☎

（45）
５
８
３
３　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

［
岡
崎
市
］

岡
崎
城
下
家
康
公
夏
ま
つ
り

第
71
回
花
火
大
会

岡
崎
市
役
所�
観
光
推
進
課

（
☎
０
５
６
４
（23）
６
２
１
６
）
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